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I　環境科学研究科授業科目（昭和5δ牢度）

1…　　環境科学墓礎科目

環　境　原　論

自然環境システム論

杜会環境システム論

環境経済学原論

．．環境法論
環境計画原論

文化生態原論

生態系機能論

環境複合汚染と健康

環境計測掌

環境科学墓礎実習

辰　巳　修　三

石　城一英　夫

河　村　　　武

安　田　八十五

河　野　博　忠

新　美　育　文

佐々波　秀彦

斉　藤　　　雄

掛　谷　　　誠

前　田　　　修

下　俸　信　弘

安仁屋　政　武

田筥’丘衛
手　塚　敬　裕

全　　教　　宮

（農林学系）

（生物科学系）

（地球科学系）

（社会工学系）

（社会工学系）

（社会科学系）

（社会工学系）

（農林工学系）

（歴史人類学系）

（生物科学系）

（社会医学系）

（地球科学系）

（地球科学系）

（化学系）

1．2　環±寛科学専門科冒

　大気環境学工

大気環境学皿

気候環境論

地球生態学

水環境学I

水環境学亘

土壌環境学

土壌環境生態学

海洋環境学

河

秋

河

秋

河

斉

村

元

村

元

村

藤

国府田

天

森

吉

吉

蘇

高

田

下

田

田

下

野’

直

晩

同

皇工

昆

豊

鮭

武

肇

武

肇

武

輔

男

白

昭

男

男

昭

（地球科学系）

（非常勤講師）

（地球科学系）

（非常勤講師）

（地球科学系）

（非常勤講師）

．（応用生物化学系）

（農林工学素）

（応用生物化学系）

（応用生物化学系）

（応用生物化学系）

（応用生御化学系）

（生物科学系）・
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環境化学反応論

環境分折化学

拡　散　論

生物環境物理学

生物環境学

生物相互作用論工

生物栂互作用論U

海洋環境生物学

　　　　麿

環境生理学

環境生化学

環珪生物代謝論．

微生物環境生理学

環境人間学

生’活環境学

環境衛生学

廃水処理技術学

廃棄物処理技術学

放射性廃棄物処理伎術学

緑地保全工学

地水保全工学

食糧賢源保蔵学

食糧二賢源利用学

システム生態学正

ンステム坐態学U

統計処理法

環境情報調査表現法

リモートセンシソグ‘1

羊
丁

同

花

内

及

及

藤

桐

塚

松

房

藤

川

川

井

谷

敬　裕

武二郎、

龍

正

武

武

宏

圭

男

明

久

久

治

（化　学　系）

（非常勤講師）

（地球科学系）

（応用生物化学系）

（生物科学系）

（生物科学系）

（生物科学系）

（非常勤講師）

ラプロッサ曲ロビン。ジョン（外国人教師）

同

石

深

石

露

大

山

藤

山

松

藤

山

中

山

天

新

新

新

村

高

橋

塚

見

塚

沢

橋

中

原

中

井

木

中

村

崎

田

藤

藤

井

上

橋

正　征

蛤　造

順　一

培　造

長次郎

　　力

　　啓

喜久夫

　　啓

昌　幸

素　士

　　啓

以　正

　　純

高　白

静　夫

静　夫

勇　治

和　雄

正　征

（生物科学系）

（応用生物化学系）

（非常勤講師）

（応用生物化学系）

（非常勤講師）

（応用生物化学系）

（応用生物化学系）

（社会医学系）

（応用生物化学系）

（非常勤講師）

（社会医学系）

（応用生物化学系）

（応用生物化学系）

（非常勤講師）

（農林工学系）

（抄球科学系）

（地球科学系）

（応用生物化学系）・’

（応用生物化学系）

（生物科学系）

ラブoツサ。ロビン・ジョソ（外国人教師）

岩

藤

同

鵜

吉

iい

城

井

橋

野

川

川

英

宏

磐

公

博

憾

夫　　（生物科学系）

一　　（生物科学系）

郎　（社会工学系）

郎　　（杜会工学系）

山他（杜会工学系）

郎　　（農林工学系）

1（〕O



リモートセンシング皿

リモートセンシング皿

廃水処理システム論

廃棄物処理システム論

環境総合評価論工

康境総合評価論皿

環境総合評価論皿

資源エネルギー環境論I
　　　　　　　　紗

資源エネルギー環境論皿

環境政策学原論　　、

環境教育原論

環境経済政策論

環境公書政策論

環境政策影響評価論

生活環境工学

生産環境工学I

生産環境工学n

交通環境工’学

国土言†画論

環境科学特講w

環境科学特講V

環境科学特講w

生活環境形態論

生活環境櫨造論

安仁屋　政　武　　（地球科学系）

ロイ。アレン。ウェルチ（外国人教師）

内

後

鵜

原

吉

河

橋

安

伊

藤

藤

野

科

川

野

本

田

藤

川喜田

中　山

安　圧1

郡　鳩．

橋本
川喜田

著

谷

小

相

山

田

田

川

松

黒

林

村

泉

原

下

瀬

島

手

井

川

庄々波

冨　沢

糸　賀

栗　原

正

典

公

幸

博

博

遵

明

弘

郎

彦

也

（応用生物化学系）

（非常勤講師）

（社会工学系）

（非常勤講師）

（社会工学系）

忠他（社会工学系）

夫

八十五

洋　三

二　郎

和　彦

八十五

　　孝

道

時

秀

允

良

雄

則

昭

畠

秀

夫

（社会医学系）

（社会工学系）

（非常勤講師）

（歴史人類学系）

（電子情報工学系）

（社会工学系）

（非常勤講師）

（社会医学系）

郎他（歴史人類学系5

郎

彦

圏

安

雄

學

幸

洗

彦

美智雄

　　黎

　康

（社会工学系）

（社会工学系）

（社会工学系）

（農林工学系）

（農林学系）

（地事科学系）

（杜会工学系）

（祉会工学系）

（非常勤講師）

（社会工学系）

（祉会工学系）

（非常勤講師）

（農林学系）

（非常勤講師）

イーン・キャンベル・マックレー（非常勤講師）

北尾高嶺（非常鋤講師）

土肥博至（芸術学系）
池　原　謙一郎　（芸術学系）

若　林　時　郎　　（た止会工学系）
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生活環境構造論

生活環境機能論

生活環境計画論

生産環境形態論

生産環境構造論

生産環境機能論

生産環境計画言器

環境科学特別演習

環境科学特別研究

石黒俊夫
谷村秀彦
石見利勝
佐々波秀彦

糸賀　　黎

田瀬則雄
相原良安
黒川　　洗

山下雄三
斉藤一雄
田島　　學

全’教　官
全　教　官

（社会工学系）

（社会工学系）

（非常勤講師）

（社会工学系）

（農林学系）

（地球科学系）

（農林工学系）

（社会工学系）

（農林学系）

（農林工学系）

（社会工学系）．
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’　　岩　城　征　昭　：　化学発癌に関連した有機過酸化物の反応とフリーラジカルの役割

　　　　最近，ある種の環境化学物質が発癌に関係するとされているが，化学反応論的に求圓月されるべき

　　　点は多い。岩域君はこの点に注目し上記研究を行い興味ある結果を得た。・すなわち，モデル系とし

　　　てアゾヒドロペルオキシドとピリジソの反応を行い新しい知見を得，日本化学会で発表した。また

　　　反応と沽草菌による突然変異性テストを関連させ検討した。筑波大学化学研究科博士課程3年編入

　　　合格，現在化掌系においてこの関連の研究を行っている。皿　　　　〔手　塚　敬　裕1化学系〕

大　塚　畠　弘　二　筑波大学周辺の農村集落の変容に関する研究

　大学周辺の集落から，大学との距離関係および学生の混在率にもとづき，妻木，東平塚，柴崎，

上境の4集落を選び，学園罫肺建設による築落の変容を，就業関係、流入者（時期）、睾間的変化。コミュ

ニティ構造・生活意識・生活行動の各側面から多角的に捉えた労昨であ㍉ただし・平落のこうし

た変化を，学園都市建設による直接的変化と，より一般的な農村部における変化とた分離しようと

した意図については，その目的を充分に達成できたとは言い難い。そのため，論述がやや散慢に

なった点は残念である。　　　　　　　　　　　　　　1　．　〔土　肥　博　至・芸術学系〕

大　野　緑　朗　1　大気汚染濃度の日変化パターソのモデル化

　都市域や工場周辺など汚染近傍の大気汚染日・変化型は、SOxが日中にビークを持つ一山型となる

．のに対し，NO。は朝タビークを持つ二山型となることが多い。また高煙突の風下ではS○。は一山

型になると言われている。このような差は汚染物質の排出量の日変化だけではなく，煙源高度と大

気境界層の構造の日変化に起因すると考えて、最近の研究にもとづいて大気境界層そデルを作り，

拡散数値シミュレーションを試みたところ，よい結粟が得られた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔河　村　　　武。地球科学系〕

岡　野　　　明　：　帰化植物セイタカアワダチソウ中の生態相関化学物質の検索及びその生理

　　　　　　　　　　活性

　天然化学物質が目然生態系中で生物個体閻を微妙にコント0一ルしていることは近年ようやく知

られるようになったが，今なお不明な点は多い。岡野君はこの点に興味を持ち標題の研究を行い新

しい知見を得た。すなわ．ちセイタヵアワダチソウ中に新たにBauemO1の存在を確認し，その構造

決定を行った・同時に殺線虫活性とマウスに対する急性毒性の関係につき新知見を得た。論卒は極

めて明解である。現在、味の素中央研究所基礎研究部に勤務。　　　〔手　塚　敬　裕。化学系〕

金　山　畠　一　：　東北地方山村における生活構造とその変遷一政策立案時における地域の歴

　　　　　　　　　　史的個性把握の必要性に関する一考察一

　間魑意識、文化生態学的研究方法、共に明快である。特に、リーダー一格の家の交替が行われてい

く過程、亭作目形態のもつ祉会保陣的役割などの必然性が，足による克明な調査でよく浮き彫りさ
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れてて・る。欲をいえば更に隣接部藩や北上ブ0ジェクト全体の中での位置づけがほしい。それを挨っ

て，研究の理論的深まりも生じよう。しかしそれを一気に求める前に，このような対象1こ根を深

く下ろした研究成果がまづもって不可欠のブロセスであろう。この点，この研究の将米性に充分蝪

待が持てる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔川喜田　二　郎・醒史人類学系〕

金　子　茂　正　：　市街地の地区変化過程における駐軍場化現象の位置づけ

　土浦市における駐軍場について，その分布特控喧機能特性。成立特性をふまえて．駐箪場特性か

らみた地区分類を行った。土浦市中城地区は，「建物取壊し一駐軍場」型の典型的地区である。こ

れらは建物老朽化による坤利用転換時期÷・自動車の普及の時期の＾致・ならびに歴卒的中雌

の喪失にもとづく，商店の移転ξが複合した駐車場イ午現象であることを，実態調査により解明され

た。研究方法。結果の導き方共に妥当であり，研究成果はあったとみてよい。このような調査を今

　　　　　　　　　　　　、后、中城地区以外に拡げ，土浦市の駐軍場のもっ土地利用計画への影響を総合的に把握する方法を

確立することが期待される。　　　　　　　　　　　　　　　　〔川　手　昭　二。社会工学系〕

兼　島　　　浩　：　地下埋菅を用いた汚水浄化と地下水酒養に関する基礎研究

　汚水の土嘩処理に関する研究は近竿我国でも行われるようになったが地下埋管法を用いた研究例

Jま少ない。本研究は5x5×2’、のライシメータにトレソチ，埋管を設置し，汚水の浸透速度と水

質分析を継続測定し，ライシメ・一タ土壌への流入．流出水量と土壌の理化学挫の測定を行い，浄化．

浸透に関する基礎研究を行ったものでその結巣，BOD，COD，SS，PO。は90％以上の除去率

を示し，浸透速度についても大きな値を示すことが明らかとなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔天　田　高　自＾農林工学系〕

茅　野　　　憲　：　自然水中におけるタンパク質分解活性の発色法による研究

　自然水体による有機物負荷の除去機能を推定する試みのひとつとして，アゾ蛋自を試水に添加し・

た場合の加水分解速度につき発邑法による洲定を試みた。こうした方法は，基本的には、いわゆる

自浄作用をさぐる手掛りを与えるものとして，利用しうることを示唆するいくつかの証拠が得ら

れた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔前　田　　　修・生物科学系〕

河　合　徳　枝　：　水系制御と祭り一びわ湖近江八幡筥氏子における伝統的環蟻制御システム

　　　　　　　　　　に関する文化生態学的研究一

　①滋賀県近江八幡氏子（13の郷村からなる地域共同体連合）という祭仲間が，盟面から見ると，

水基地』井之島屈に発する水を共同で利崩する水仲間であったことを往時の水路を復元することに

よって証明した。②祭仲閥と水仲間との一体性を，八ゆ滋祭の神事における儀式構成と水系上の各郷

村の位魁関係との鮒の相幽に基づき班付けた、③各郷村の内都械造が，山細用，“講用などのサブシ

．ステムに多元灼に細織され、13郷全体で多允・多三111システムを成し、安定趾を独めていることを
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見出した。④岨神屈，“祭り児という中立的な媒体を利用することにより，システム全体の統合一

調整効粟が高められていることを13郷とそれ以外㍗周辺地域との水争い発生頻匿の大幸な落差に

よって不しれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔大　橋　　　力一応用生物化学系〕

川　〔〕　　実　：　霞ケ浦における一漁村の変遷

　土浦市沖宿は湖に突出した位置にあり，昔から霞ケ浦によって生きてきた。この村の生産，生活

環境の変化を歴史的にしらべている。縄文期以釆の親水景観とも言うべき空間構造が高度成長期以釆

湖の富栄養化の進行によって離水景観に変わる過程をつかもうとした。南岸の浮島と同様＜水辺の

みち＞，＜中のみあ＞、くたてのみち＞のシステムがあること、沖宿では歴史的にくたてのみち〉

が発展したこと，親水景観は充実した湖畔の生活機能が存在した時に維持されたこと，コイ養殖，

ノ）ス田への生業の変化につれて湖畔景観の荒廃がおこり、’離水景観が生まれたこキ’を明らかにしね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔斉　藤　一　雄。農林工学系〕

川　嶋　伸　明　：　土浦市中心地区における防災避難計画に関ずる研究

　土浦市中』こ都約200haを対象に，’居住者約12b人をサンプリングして，空間のイメージ，日常

行動ルート，近隣領域，避難場所およびルート。イメージ，など詳細にわたって聞き取り調査を行

い，そのデータにもとずいて，防災避難計画の墓礎的方法論を展開した。

　この研究は修論としては極立った理論的フレームを持つもので，日常性と非日常性（防災）一、との

間に見出されるイメージ。レベルでの安定した変換機構の提示など，きわめて独創性の高いもので

ある。．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔土　肥　博　至。芸循学系〕

菊　田　　　隆　1　自然浄化機能に関する生化学的研究

一①自己解体オートマトン仮説（フオン。ノイマンの自己増殖オートマトンに時限的に作動する解

体オートマトソが内装されたモデル。大橋が提出）を検証するため，原生動物テトラヒ…メナを取り

上げ、その全細胞を自己解体オートマトン，その細胞内リソゾームを解体オートマトイと仮定する

モデル系を組んだ。②テトラヒメナのリソゾームおよびリソゾーム内加水分解酵素に関する諸悶題

を検討するため，リソゾームの単離法，酵素活控測定法等の方法論を新たに開発した。③上記の実

験手法により検討した結粟，リソゾーム内加水分解酵素が細胞の死滅期に活挫のピークを持つこと，

死滅期の細胞でリソゾーム合成が活性化されるζとを見出し。前記仮碑に対する強力な支持舛料が

得られた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔大　橋　　　力・応用生物化学系〕

北　原　正　彦　：筑波山及び筑波研究学園都市における蝶類の群集構造に関する研究

　筑波山及び筑波学園都市内の数ケ所において，蝶類群集について，その種類構成、各種の個体数

変動を．2年間に渡って経時的に調査した。その結果を基に、各調査地の自然度を標価し　又，今

後の環境保全のあり方について，蝶類から見た傑全のあり方を考察した。
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児　島　雅　範　：　土地区画整理民有地の市街化過程に関する研究

　この研究は土地区画整理事業終了後の民有地の市街化過程について，土地利用，権利移動，ビル

トアップの3側面からその実態を経年的に明らかにすることによって，計画的造成地における市街

化の要因とメカニズムを考察したものである。対象は筑波地区を中心に，他に常磐線沿線地域の3

地区を選び．同じ調査方法を用いて比較検討しており，課題の設定と調査方法は概ね妥当である。

論文は大量の調査データを含み，約300ぺ一ジに及ぷもので，複雑な社会現象に対する実態調査資

料として貴重なものであるが，データのまとめ方や解釈がやや不十分で，そのため結論に当る市街

化要因とそのしくみの説明にいま一歩の感が残った。　　　〔若林時郎。社会工学系〕

　　　　　　　　虜

小　林　基　哉　：　安家地域における伝統的牛飼養形態に関する研究・一牛飼養の人間生態系内

｛　　　　・　　　における位置づけを中心として一

　住民活動に対する直接観察。面接・その他の密着取材を営々として積み上げ，唱、曙し，理論的に

構成していった点に，この論文の最大の強みがある。そのフィールドワークは四季いずれにもまた

がり・累計すると何カ月にもわたる長1期とな亭点。データの質の高さの源泉となってい孔更に，

外部からの一方的観察でなく住民と一体となり，いわゆる「参与的観察」のレベル以上に深まった

点も特筆に値いする。結論もフレッシュで学界への貢献大なりと認める。望むらくは，その豊富な

データにもう一工夫を加え、自作の明快な図的表現が，もうすこしほしかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔川喜田　二　郎。歴史人類学系〕

小　森’信　男　：　軟岩の機械的風化に関する研究

　新第三紀の地層はいわゆる軟岩の範嬢に入り、新鮮な状態では個体（岩石）としての性質を示す

が、風化が進行すると表面から逐次剥落して粉体となり．さらにこれに水が加わると液体として挙

動する∴のような娃質は地すべりや崩壌の素甲と←て機能するの、これを明らかにすることは

山地保全上重要なことである。本研究はそのことを意識して進められたものであるが，’論文は主と

してその繭半の閤題，つまり軟岩の風化細粒化の過程を凍結一融解、乾燥一湿潤の外的条件のくり

かえしのもので追求したものであ’る。成果の中で特記すべき点は，凍結時におけるいわゆるアイスー

レソズの隼長による破壌機構を明らかにした点であ孔　　　　　〔新　藤　静　夫1地球科学系〕

斎　藤　　　洋　：　麦角菌培養系における環境モデルの制御

　①醗酵糟を用いた微生物培養系において電気化学的センサーとマイク0コンピューターとを用い

て培養環境を制御する環境モデル系を構想した。②微生物として麦角菌を．セソサーとしてアンモ

ニア電極を用いてNH。十濃度を制御する系の闘発を目標として設定し、全システムを検出部，．調節

部，操作都，制御対象の4つの要素に分け．各要素ごとの設計を行った。③前記の各要素それぞれ

を製作し、動作の確認を行った。④各要素をまとめ，試連転までを行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔大　橘　　　力。応用生物化学系〕
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坂　上　隆　行　；　発電所建設が地域財政に与える影響にっいての一考察

　北海遵電力伊達火カ発電所についてのケーススタディーである。伊達火力発電所の新設について

は，全国最初の環境権裁判としてとり上げられ，強力な反対運動が展開された事例であり，電源交

付金制度は伊達火力の事例が最も有カ．な動機として創設されたものである。反対連動の側にあった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．
輩新系市長が当選し，その間に創設された電源三法による電源交付金の7億8200万が伊達市の財政

に及ぼした又及ぼす影響を65年度まで財政制度とデータに墓づいて解析を行っている。又反対連動

と賛成促進運動の両サイドの中核的組織の当事者に面接して、阿をメリットと感じ，何をデメリッ

トと感じ，又交付金をどのように受け取っているかを面接調査の上KJ法で整理を行い輿味のある

定性的所見をまとめている。綴　　　　　　　　　　　　　　　〔橋　本　遭　夫。杜会医学系〕

藻　原　正　則　：　大気環境質の広域的評価に関する研究

　大気汚染の状況を従来のようなボイソトではなく面的に評価することの重要性を指繍し，そのた

めの①点データの面的パタニンヘρ変換手法の確立・②珂的分布パターンにもとづく広域的評価指

標の検討・③土㍗ノ、ス計岡に対す予大気琴緬からの叩を実施比一その内容は現場実測

を踏まえて．拡散シミュレーショソ，計画への最適化手法の適用等極めて多岐に亘る質の高いもの

で、既に学会誌に．2報受理されている。　　　　　　　　　〔内　藤　正　明。応用生物化学系〕

島　村　直　登　：　環境履歴が現在の環境イメ’ジに与える影響についての研究

　環境履歴を考慮することなく急激な環境変化を与えることによって起る極々の身心症状に着目し，

本テーマによってアンケー一一を中心に考察を試みた。アンケートはSD法によってイメージ分析を

行い，ついで因子分析、数量化一頚による考察を行った。その結巣．とくにく美醜〉やく心に浮ぶ

風景〉に関して小学校高学年から中学生の時代の影響がつよいことが判明した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔斉　糠　二　雄’・農林工学系〕

下休場　千　秋　1’流域型コンフリクトの発生・成長要因に関する研究一琵琶湖蛇砂川流域を

　　　　　　　　　　事例として一

　河川の流域は人間の文明社会の発生地である。流域は水を媒介として河川を中心に人間の言者活動

が展開されている地域社会である。本研究は，この流域社会に注目し，流域における水の計画と管

理をめぐって起こっている社会的〕ンフリクトの構造を社会システム論的アプローチでとらえ．p

ンフリクトの解決のあり方を探ろうという研究である。流域型コソフリクトという概念を確立し，

その発生・成長過程を琵琶湖の支流である蛇砂川流域でのコノフリクトを事例として分析したもの

である。　流域とコンフリクトの研究として極めて注目すべき研究の一つである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔安　E日　八十五・社会工学系〕
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晶　部　和　宏　：　接触グ0一放電電解法によるシアン錯体の分解

　金属シアン錯体は化学的に安定であり，これを含有する廃水の処理がしばしば問題となる。本研

究は処理が最も困難とされる鉄シアン錯体の分解に初めて接触グ0一放電霞解反応の適用を試み，

分解条件、反応機構について定量的に検討したものである。その結果，10－50ppmの鉄シァン錯

体を含む溶液を常温下，600－800V，、25分程度の処理によりシアンが90％以上除去されることを

明らかにするとと．もに，分解生成物の一部を確認した。さらに，水素ラジカルによる還元反応もシ

アン錯体の分解に重要な役割を演ずることを示唆する結果をもえた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　村　以　正。応用生物化学系〕

　　　　　　　夢
杉　野　光　明　：　東北水田地帯における農地の保全管理と村落社会

　北上プ0ジェクトの一環として行われた。対象区域は和賀町の煤孫中通地区及ぴ岩崎新田農場地

区である。前者は古くからの村藩で．地縁，血縁等種々の社会関係が重層的に存在し，後者は戦後

の開拓地そある。分折はひろがりと社会関係としてのからまりとから克明に追跡し，煎者は個人を

核とする場合のひろがりが村落のひろ牟りに含まれ、農場地区は。集団による場合のひろがりが村

落のひろが9に含まれるととを確認し・いず杣干七下も・村落が農地の保全菅理の主体となりうる

可能性を見出レている。’　　　　　　　一　　　　　　　　　〔斉　藤　凹　雄・農林工学系〕

杉　山　是　溝　：　東北山村地域における共同活動の研究

　この研究の姦も光っている点は，部落に入りこんだ参与的観察が，かなり長：期であるだけでなく，

住民との接触の質的雷度が頗る濃い点である。それが質のよい多角的なデータ採取となって論文に

反映している。その強みを持つ半酉，豊冨なデータを練りあげる腕．更に進んで理論化を進める深

さの上で，なお未熟さを認める。そこには、主魑をめぐる広い視野からの読書勉強の不足も関わっ

ているかに思われる。しかし全体としては，今後の研究の深まりをも大いに期待されるものがある。

最後の結論の辺りは，もうすこし分折がほしい。　　　　　戸　〔川喜田　二　良1い歴史、人類学系〕

巣　山　廣　美　1　地域祉会の活性化と適正技術の導人に関する私論一安家地域の実態調査に

　　　　　　　　　　即して＿

　佳民の「技術観」は，主に「便いこなし」という概念で表現される。こg）価値観を軸としっっ，

杜会紐織・経済などとの相関をも配慮した「技術」創出の諸条件を探ることこそ，安家における適

正技術蒲の根幹である。それはまた，適正技術の条件がいかにあるべきかをも示峻している，とする。

　狙いの方向，諭文の構成など．よくまとまっていて，ひとつの大切な間題提起に漕ぎつけたもの

と認める、論旨展鵬のためのデータを．もっと多角的，多様に集める必要がある。また祉会細織の

把握の部分が弱い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔川喜田　二　郎・歴史人類学系〕
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高　旺弘　子　：　食品添加物OPPおよびTBZの光酸化反応にっいて

　食晶添加物のうちで．かんきつ類の防徽剤として使用されているo一フェニルフェノール（OPP）

およびチァベソダゾール（TBZ）の空気中での光化学反応を研究した。OPPの10一｛M溶液は酸素

存在下分解し，酸素付加物を経て．二次反応生成物を与える，という知見を得た。TBZも同様に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4．
分解する。しかし生成物が何であるかその構造が確認できない限り，環境影響にっいて多くを言う

ことはできないように思われる。東芝に入社。　　　　　　　　　　〔手　塚　敬　裕・化学系〕

竹内秀子：地表面粗度の大気乱流構造に与える構造について一風洞実験一

　大気汚染物質の拡散を風煽実験により調べるためにX一タイブの熱線風速計を用いて風洞内の乱

流統計量を精度よく測定する方法を開発した。すなわち、熱線風速計の出力電圧を風速に換算する

際に、大型電子計算機を用いた較正を施し，風速ベクトルの瞬間値が得られる。次に，海岸線のよ

うに地表面状態が・m…パから・・…へ不連続に変化する場合の風速鉛直分右と舌雌計箪の変

化を筑波大学地球科学系の風洞を用いて調べた，その結粟．平均風速の鉛直分布に現われる境界層

の厚さが粗度急変点からの風下距離XのO．4乗に比例して増加することをはじめ重要な結果が得ら

れた。この成果は昭和56年度日本気象学会春季大会で発表さ’れた。本研究の指導は花房龍男助教授

（併任）が行った。　　　’　　　　　＝　　　　　　　’　〔河　村　　　武・地球科学系〕

武　田　匡　弘　：　森林モデリレ生態系を用いた林業薬剤の挙動解析

　人工的な森林モデルを実験室内につくり，農薬の循環を追跡した実験であるニモデル生態系の有

効性と限界については論議のある所であるが，土壌動物等の生育管理等難かしい技術をよくこなし

ていた。森林用の薬剤が意外にも土壌最上層に多く集積した点は今後実際上の調査の参考になった。

分折点数が極めて多くなり，労力がかかった点今後シミュレーションの方法について考慮する必要

があろうと患われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　〔石　塚　浩　造・応用生物化挙系〕

田　内　裕　之　1。菅平における土地利用変遷とそこに成立する植生

　長野県菅平高原において，土地利月悩および現存植生図を作製し，過去30年㈹の地形図・航空写

翼と対比して，土地利用の変遷に伴なう植生の履歴を調査し，各植生区分に加わる人為圧と植生の

安定挫との関係につき考察を加えた。労作とは云えようが散漫の評は免れ得まい、但し瞳生図の利

用価値は高いと患われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　〔前　出　　　修・生物科学系〕

土　谷　岳　令　：　霞ケ術・高浜人0）ヒシ群落の一次生産螢と分解速度

　霞ケカポ高浜入では富栄養化の雌行に伴ってヒシ群落が分布を広げている。本研究は，湖岸帯に

分布するヒシ群落の生態的役割を物質収支の面から解析したものである。ヒシ鮮落による水中の栄

養塩類除去効果にっいては本研究では否定的な結論が得られたが，ヒシ雛落の現存五砥の季節変化，

光合成活性の推移、一次生産五丘，沽死体の分解速度などについて．興昧ある知見が得られた、
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〔岩　城　英　夫一生物科学系〕

時　田　足　則　：　先鋭自勺住民運動と部落（むら）社会・一成田空港周辺の部落（むら）社会を

　　　　　　　　　　対象とする一

　反対違動の厳しさの中にある住民の生居中に入りこんで調査した貴重な研究報告として評価する。

また闘争の中で生まれてきた組織と，闘争継続のため有効な生業（農業）との関わりで生まれてき

た組織についての実態は輿味深い。更に，闘争過程でムラが活性化し，その創造過程の中でムラ人

間のみならず，外部からの政治集団人間までもが，人間性回復。連帯などを発展せしめていったこ

とは，極めて示唆に富む収穫である。しかし論文としての整頓ぶりはもっとほしく。．特に成田堀水
　　　　　　　、鰹
事業に関連して整理したSocia五Dynamicsを考える上での図示がほしかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔川喜田　二　郎。歴卑人類学系〕

野　田　　　潔　：　土壌環境中における除箪剤シメトリンの挙動解析

　九州で気温上昇に伴い薬害をイネに与えるシメトリンについて．土壌中の挙動を物理化学的に追

跡したものである。土壌を非破かい的に粒径別に分別し．各画分毎の吸着を調べた。薬害が容易に

発生する地帯の土壌と，それに隣接する地域で母材を同一にするが薬害を殆んど生じさせない土壌

を比較検討した。同一の土壌函分でも2地域の土壌による吸着の様相が異なるなど興味ある現象を

見出した。農薬の土壌中における挙動解析は環境科学においては重要な課題である。今後この方向

の研究は伸したいと考えている。　　　　　　　　　　　　〔石　塚　自告　造・再用生物化学系〕

野　村　　　宏　：　光晋響分光分析の基礎的研究とその応用

　我々をとりまくあらゆる環境で，微量物質の確認と定量は重要な仕事である。そのためには優れ

た分折法が開発されなければならない。野村君はこの点に注目し、新しい分折法の一つである光音

響分光分析の闘発を行った。またこれを使って，三，三の応用を行っ㍍装置等は全て独自に組立

て，リン詳料の場合10pPbまで測定可能であるという興味ある結果を得㍍また他の傘属について

も同様に良い結巣を得た。現在．日立化成株式会社下館研究所プラント部に勤務。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔手　塚　敬　裕・化学系〕

構　本、隆　之　：　山村地域における森林の利用と保全に関する研究一岩手県和賀郡沢内村を

　　　　　　　　　　事例として一

　本論文は山村地域における森林植生の生態学的調査と住民に対するヒアリングを併用し．森林と

人間社会の接点を明らかにし，森林の利用と保全について環境科学的に考察したものである。精力

的に大量のデータを集めたこと，また森林の利用・保全の問魑を生態学的伽面からのみならず，住

民の生活・意識という側面からも絶握したことは評価できる。　〔岩’城　英　夫・生物科学系〕
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馬　場　美貴男　1　高冷地における地域レクリェーション計画の研究

　国立公園八幡平や岩手山をひかえ，近く策北新幹線や高速道の開通が予定されている岩手県松尾

村を対象とし，北上プロジェクトの一環として，農業と観光を複合させた高冷地地域レクリェーショ

ン計画のあり方について研究したものである。特に①金沢（戦後の開拓地で第3センター万式によ

り観光に特化）と②畑（歴史的伝統的に古いムラで，農業を基盤にすえ，自然休養村方式により観

光と農業の複合化を図りつつある）2集落を比較研究し，歴史的蓄積，集落構造，環境条件等のち

がいや集落特性について考察した。　　　　　　　　　　〔糸賀　　黎・農林学系〕

姫　野　文　雄　：　富栄養化水域における微生物由来の生長拮抗物質の役割
　　　　　　　　　　　虜
　富栄養水域で特定生物種が大量繋殖する現象に着眼し，生長拮抗物質の観点から解析を試みた。

特に評価される点は，逆浸透法を天然湖水中の溶存物質の濃縮に応用し，成功したことである。

　　　　　　　　　　　、　〔大　槻　　　晃・国立公書研究所，高　橋　正　征・生物科学系〕

宮　井　　　博　；　水域の富栄養化に伴う藻類の群集変動ヒ関する実験的研究

　各地で間題になっている「赤潮」や「水の華」』のような特定の藻類種が優占する現象に着目し，

屋外マイクロコズムを利用して，半自然状態下で実験的に解折を試みた。その結果，初期藻体量と

増殖速度が藻類種の優占化を支配し，増殖速度は水温，栄養状態で種類毎に変化することを定量的

に示した。成果は国際理論応用陸水学会，陸水学会，生態学会等で発表し評価された。

　　　　　　〔高　橋　正　征・生物科学系，アドバイザー・河　合　　　崇・国立公害研究所〕

平　井　一　人　：　地形環境評価に関する墓礎的研究

　この論文は，地形環境を定盤的に処理。評価しようとする時によく用いられるグリッド・システ

ム（いわゆるメッシュ法）の墓本り要因について検討することを目的とした。要因とはグリッド。

セルの大きさ，形，そしてグリッド・システムの方向などである。これらが変化することにより，、

収集されるデータがどのように変動するかを．いくつかの地形要素を計測して検討した結架，形の

影響が大きいことが判明した。　　　　　　　　　　　　　　　　〔安に屋　政　武・地球科学系〕

平　井　伸　治　：　大型レーザーレーダーによる大気混合層発達過程の観測

　大気汚染の希釈拡散に重要な大気混合層の検知を従来は低鰯ゾンデや保留気球で行ってきたが本

研究はレーザーレーダーを用いて，ある地域内の混合層の立体構造を時間的にも連続的に捉えたも

のである。国立公春研究所の大型レーザーを用いて、混合層内のエァロゾル濃度の鉛直分布を観洲

した結果，（工）濃度が高く，よく混合されている下部の層，（u）（王）と次に述べる（．㎜）との

間の遷移層，（皿1）濃盈の低い上都の層に分けられる。（I）（巫）の魑が午前中は日射とともに上

昇し，12時一13時に最大になる。この高さと、日射量との間に定量的な関係が求められた。今後よ

り多くの事例をまとめれぱ，日射鉦から混合魑高皮を推定することができるであろう。
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〔河　村　　　践。地球科学系〕

平　野　利　治　：　自鳥川周辺域の人間活動に伴う水質汚濁現象について

　近江盆地を流れ琵琶湖に注ぐ一小河川白鳥川の流域を対象に選び，宅地開発，し尿処理排水流入

などで汚染が進行している当河川の現状把握と主要水質指標別汚濁発生要因の推定を試みた。すな

わち，全流域にI｝ケ所の測定点をもうけ，水質，一水量の一斉同時測定の結果より，汚濁質の流下過

程を定量的に追跡して本河川の特徴を明らかにするとともに，汚濁質削減につき二、三の提言を行っ

ている。本研究の成果は，当河川の水質保全計画を進める上での墓礎的資料として活用されること

が期待される。　濠　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　村　以　正1応用生物化学系〕

廣原　寿英　：大型レーザーレーダーによる水平風ベクトルの測定法の開発

　エアロゾル粒子の分布パターンをトレーサーとしてレーず』レーダーを用いて水平風の観測手法

の開発を目指した研究である。．山崎哲夫の昭和53年度（修士）論文は，レー廿一レーダーを風向方向

に向けて上下に掃引して1その面申でのエアロゾルエコーの移動から風速を推定しキうとするもの

であったが，廣原の研究では，任意の方向に向けだレーザーレーダーのエコーから風向風速が襖促

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔河　村　　　武・地球科学系〕

細　谷　明　伸一：　建築協定の果す役割，効果に関する研究・一建築協定成立における住民の環

　　　　　　　　　　境謬識度について一

　本調査研究は、新開発住宅地における建築協定について調査分折し．建築脇定の一般的適用の条

件について考察する事を目的としている。臓浜市を対象とし，74の協定地区の内王4地区を取り上げ，

一区当たり60戸につき建築協定及び居住環境に関するアンケート調査を実施することにより，地区

居庄者の意識評価等を分析把握したこ’とは貴童である。また居住者の特殊事情を考慮した柔軟な体

制，しくみを準備する必要性などの提案も適切である。　　　　〔佐々波　秀　彦・社会工学系〕

堀　部　保　弘　1　準地衡風乱流の特性について一数値実験一

　近年問題になっている気侯変動の研究には，今後大気大循環の数値モデルを用いた数値実験が膏

力な研究手段として用いられることは疑いない。堀部の研究は，サブグリッドスケールの現象のバ

ラメタリゼーションの問題を取扱ったもので，前線などに伴って生じる小さなじょう乱による混合

遇程をパラメタライズするために，準地衡風乱流理論にもとづいた乱流c1osure方程式を專き，そ

のモデル化に移る第一歩として準地衡風乱流の時性について調べた。修士論文としては内容的に高

度なもので．気象研究所の大型計算機を使用して研究を進め，一応の成果がまとまり，研究の助言

を受けた時商主任研究宮との連名で昭和56年度日本気象学会春季大会で発表した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔河　村　　　武・地球科学系〕
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前　野　元　文　：　霞ケ浦周卑低地の地形環境の変遷史

　500本を越すボーリソグ資料によって霞ケ浦及びその周辺低地の地下地質を明らかにした点が特

記さ、れる。また低地域の綿密な地形分類を行い，それらの性格を地形形成過程の上から明らかにし

たこと．さらにこれらにC　i4や員塚の分布等の資料を加え。いわゆる時間の尺軍を与えたこと等も

その成果としてみのがせない。なお本論文はζあ地域の集落の立地上の特質を論じる際，自然地理

的条件がいかに重要であるかといった点についての示暖をも与えているといえ、歴史地理学的ある

いは人文地理学的研究に役するところも大きいと患われる。　　　〔新　藤　静　夫。地球科学系〕

松居和美：建築臨定の運営における建築脇定運宮委員会の粟す役割に関する研究一近

　　　　　　　　　　隣コミュニティ意識の分折による一

　調査対象地域は横浜市に選定し，11腱築協定制度の把握，‘2幟浜市における建築脇定運営委員会

の実態の把握，131アンケー“調査を行った。本調査結果から，今去の建築協定連営の活性化に対し，

次の様な提案が行われれ㈹委員会を活牲1化すること，lB脇定違反を域少すること、lC曙住者の委

員会への参加を増加すること，lD脇定の評価を高くすること。建築協定は実際に連宮されて初めて

意味を持つも9であり，その汝心部分である連営委員会の実態を明らかにした点を評価する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔佐々波　秀　彦・社会工学系〕

松浦純生：ネパールヒマラヤの丁小流域に右ける土砂災書の発生に関する生態学的研究

　ネパールはここ半世紀で人口2．5借と急増しそれは土地への重圧となり特に森林の破壊が著しく

災害多発の一要因となっている。本研究は土砂災害と人間，社会との係りを生態学的アブ0一チか

ら解明しようとしたもので，地形，地質，水質等自然的素因について考察する一方，住民の内側か

らの目を通して人為インパクトや社会構造。さらに民族の違いからくる複雑な社会文化構造の把握

を行い閤題点の解明を行ったものである。　　　　　　　　　　〔天　田　高　白・農林工学系〕

　　松　本　　　渉　：　高分子電解質による　〃伽o∫o舳71ω舳70ρα20　の固定化とアソモニア酸化

　　　　　　　　　　　　活性

　　　生物学的硝化脱窒の律速段階であるアンモニア酸化の反応速度を向上させる一方法として固定化

旬　細菌の利用を試みた。．漂魑菌が高分子電解質の添加により凝集する事実に着目し，高分子コンブレッ

　　クス中に包括固定化することにより単位反応容積中の細胞濃度が懸繊系の約100借にまで高められ，

　　固定化菌のくり返し回分培養でも高いアソモニ．ア酸化活性が維持されることを明らかにした。環境

　　浄化への固定化菌の適期を試みた例は殆んどないこと，および新しい固定化法の原理を蝸拓したこ

　　とに新規性がみとめられる。　　　　　　　　　　　　　　〔中　村　以　正・応州生物化学系〕

丸田一成1大気汚染物質の植物の気孔に及ぼす影響

　大気中の汚染物質は気孔を通って植物に吸収される0、で，杣物の陣讐は汚染物質接触時の気孔1淵圭
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応の水溶桂高分子分解への適用につき詳しく検討した。すなわち化学構造のことなる四種の高分子

を含有する溶液を供試して回分法で分解過程を追跡した結粟，すみやかに解重合反応が起ること，

かなりの部分がCO。にまで分解することを明らかにし，本法の水処理法としての可能性を提示した。

また，分解機構についても君干の知見をえた。　　　　　　〔中　村　以　正。応用生物化学系〕

横森良司：郊外住毛団地における通勤者の交通手段選択に関する研究

　本研究は，大都市の郊外住宅開発に伴う最寄り駅までの交通現象として自動車のパー一クマンドラ

イドが多量に発生し。駅前地区の交通混雑の問題を取り上げ，この実態を把握分析し，これを解決す

るためのバス輸送の対策の検討を行った。牛久駅周辺の住宅団地をケースとして取り上げアンケー

ト調査により，交通利用実態を把握し，これにもとづいて，住民の交通手段選択モデルを回帰分折

により求め，バスの対策として，バス停数の増加，終バス時刻の延長等効果があることを示した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔黒・川．　’　洗1杜会工挙系〕

横　山　常　昭　：東北地方の農業気候区分

　気候条件からみた東北地方における作物栽培可能地域を決定すること’を試みた論文そある。本研

究では，水稲，野粟，果樹を指標作物として，栽培可能な気侯条件をこれまでの研究成果を検討し

て決めた。次に，年平均気温，7月の月平均気温．暖候期（4月～10月）の降水量，温量指数など

をとり．水稲、リンゴ，ブドウについてこれらの気侯要素および気候指数の限界値を決め．これを

組合せて地域区分を行った。その際，単に平均値だけでなく，変動を考慮に入れた点が新しい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔河　村　　　武。地球科学系〕

着　林　泰　志　：　岩手県沢内村の土地利用の翠遷の解析一

　岩手県沢内村を対象とし．航空写真を使い、戦後における東北山村型土地利用の変遷を解折した

ものである。まず，土地利用変遷の数量的把握のため，100m，500m，1kmの3つのレベルの

メッシュ解折を行い，精度論（レベル論）的な観点からメッシュ手法の検討を行った。さらに昭和

20年代．38年，5i年の3つの時期について．2．5万分の1の土地利用図を作成し，土地利用の変遷

とその巽因について考察し，国有林における拡大造林，平坦部における水田化の進行等の閤魑を論

じた。土地利崩の時系列的な断面をとらえるため，ユークリッド距離による三角形モデルを利用し

た点も一つの特邑であ乱　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔糸　賀　　　黎。農林学系〕

渡　辺　和　人　：　環境科学における生体制御物質の研究

I本論文は生体制御物質としてのブ0テアーゼ。プ0テアーゼイソヒビター系を，環境に対する生

物の反応系という観点から，生理・生化学的に研究したものである。

　S02暴露時の植物の可視障審発現と．プ0テアーゼ・ブロテアービインヒビター系の関係を調ぺ

たところ，S02鋲露時にプ0テアーゼを投与すると，障警発現が上曽大すること，亜硫酸イ圭オンを吸
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収ざせた場合もブ0テァーゼが障書発現を増大させること，葉から抽山された邑素蛋白分画にも同

様の傾向があること，などが見い出された。従って，ブロテァーゼと障書発現には何らかの関連が

あり，しかもこのブロテァーゼは新しいタイプのものである可能性が示された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔及　川　武　久。生物科学系〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛．

渡邊　博：選択的シアンイオン吸着能を有する高分子物質の合成と分離特性

　シァンィォンがヘムたんぱく質と特異的に強い親和性を持つ性質に着目し，まずヘム残基を含む

各種の不溶控高分子物質（共重合体）を合成し，これらの共重合体が他の共存イオンに影響されず

シァジィオンのみを特異的写吸着することを明らかにした。ついで，．カラムによる分離を試み，水

溶液中のシァン濃度を0．3pPm以下にまで除去できること．反応系を強塩基性とすることにより吸

着したシァソは溶離し，共重合体はイオン交換体として反復使用が可能であることを明らかにした。

さらに，シァンの配位特挫と交換容量の関連性を化学構造論的に検討した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔中　村　以　正。応用生物化学系〕
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3．’昭和55年度修了生（第3回生）進路先一覧

　昭和55年度修了生の進路先は表のとおりである。なお，この表のほかに北海道庁，光洋清工の宮

庁及び民間企業より派遣された職員が2名いる。’

昭和55年度　修了生（第3回生）進路先一覧

官　界

教育界

民　間

逃　学

その他

区　　　分

地方公務員

中学校教員

萬等学校教員

そ　　の　　他

大学院博士潔程

研　　究　　生

糠　　講　　生

目　　営　　等

総

合　　　計

進　　　　　路　　　　　先

揮島県庁。高知県庁。土浦市役所。我孫子市役所，竃山県大山町

涙城県，山梨県

埼玉県（2），神奈川県（2），東京郡、千葉県，三重県．私立（2）

独協医科大学

日本情報サービス（2）．三菱化成、アルブス電気味の素．三井情報サーピス、’

酉友ストアー，ヘキストジャバン，三井鍵設．持田製薬、久保田鉄工、

昭和石油．東京芝浦電気．長谷川工務店．日立化成工業、葉レ・エンジ

テアリング，団地サーピス，日本ピジネスコンサルタント，

田中土質基礎研究既　シチズン時計、三菱怠合研究所，昭和産業．

千代田ディムス・アンド・ムーア，生物医学研究所、臼本テトラ余ツト，

地域設計研究所、住友重機械工業、日立クレジ・パ，化学品検査脇会．

国際科学振興財団（2）

筑波大学（3）．名古屋大学

冤波大学（6）

冤波大学（2）

3工

64

66
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